











































2 － 1 ．四つの研究類型
本論では，過剰適応の防止への寄与という観点から，
各研究を， 1 類研究：過剰適応が引き起こす問題の研
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Abstract：本論は，過剰適応の防止への寄与という観点から，過剰適応研究を， 1 類研究：過剰適応が引き




































































































も，両類型（ 2 ， 3 類）の研究知見の蓄積が求められ
る。

































































































を捨てること（Van Lange, Rusbult, Drigotas, Arriage, 
Witcher, & Cox, 1997）とされるが，その自己犠牲の規
定因として相手との関係に対するコミットメントが指摘
されている（Mattingly & Clark, 2010; Mattingly, Van 










1 類研究（引き起こす問題） 2 類研究（生起・抑制要因） 3 類研究（悪影響の軽減・補償） 4 類研究（介入研究）
・精神的自覚症状（橋本・斉藤・衛藤，2003） 【パーソナリティ要因】 ・内省傾向（益子，2010） ・グループワーク
・抑うつ（傾向）（石津・安保，2007） ・内的ワーキングモデル ・情緒的サポート（藤橋，2012） 　（益子他，2011）
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脚注
1 　星野・岡本（2013）は，石津（2006）の過剰適応尺度を
使用しており，対象を家族に限定した過剰適応を測定して
いるわけではない。しかしながら，研究 2 においては，当
該家族における過剰適応と家族機能との関連を検討してい
るものと捉えられる。また，尾関他（2009）は，大学生の
部活動・サークル集団における組織風土と過剰適応傾向と
の関連を検討している。尺度の表現を改めて用いている
が，それが当該部活動・サークル集団に限定した過剰適応
を測定するように改められているか否かが，明確ではな
かったため，ここ該当する研究とはみなさなかった。
2 　石津・安保（2008）の定義に従えば，必ずしも過剰適応
（者）に自己抑制や自己不全感が含まれる必要はない。
